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して人間の理性が不偏的で万能的なものとは考え
ていない。それゆえ理性に備わったア・プリオリ
な機能を拠り所とする「自然法」もまた、彼にとっ
てはそれほど大きな価値をもつものではない。む
しろ彼は、それをも一つのイデオロギーに過ぎな
いと見なしていて、実定法との間に質的な相違を
認めていない。それゆえこのようなニーバーに特
徴的な理解は、通常は積極的で合理的な構図にお
いて位置づけられる「愛」と「正義」の関係に、
さらに消極的関係や矛盾、そして現実の人間にお
ける罪や利己主義、そして理性の限界をも考慮に
いれた現実性を常に射程に捉えたものであると言
えるだろう。
　また、彼は神学的な議論を前提としながらも、
けっしてそこに留まり続けるのではない。そのこ
とは、たとえば彼が「恵み」と「自然」という神
学的な用語を、社会的・道徳的な意味に「翻訳」
して用いていることに現れている。ここで彼にとっ
ての「自然」は、正義についての歴史的可能性を
示し、「恵み」は完全な愛についての理念的可能性
を示している。それゆえ発題者は、こうした「神
学的用語の社会的問題に即した大胆な〈翻訳〉の
試みが示すように、一見世俗的な言説をも含めて
神学が隅々まで浸透している」と主張し、しばし
ばなされる「ニーバーに神学が不足している」と
いう批判には誤解が含まれていて妥当ではないこ
とを結論として指摘した。
　60分間の発題の後に設けられた質疑応答では、
ニーバーの法解釈と著名なユダヤ系の法学者であ
るハンス・ケルゼンのそれとの比較にまで議論が
拡大するなど、活発な意見交換の場となった。
（文責：齊藤　伸［さいとう・しん］聖学院大学基
礎総合教育部ポスト・ドクター）
